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論文内容の要旨

本研究は非鉄金属の中でも代表的な銅及びニッケルのマット溶錬におけるスラグ損失低減の一方策

として，各種廃j宰を溶錬の溶剤として適用し、これらの溶剤の有用性をスラグ損失量より検討した。

又，その有用性の要因を明らかにするため，各種スラグの諸物性値とスラグ損失量との関係を求めた

ものであり，次の 7 章から構成されている。

第 l 章では，製鉄高炉鉱j宰及びマグネシウム製錬鉱j宰の銅精鉱溶解における溶剤としての適用性を

検討し，いずれも造鐙作用が速やかで，溶剤として良好でF あることを見出した。

第 2 章では，前章と同様の鉱j宰をニッケル精鉱について検討した結果，製鉄高炉鉱j宰を使用した場

合には，スラグ中のニッケル損失が0.04% という好結果を収めた。この理由として溶剤中の適量の

Ae2 03が寄与していることを人工溶剤を用いて確かめた。

第 3章では，銅精鉱溶解における溶剤として Ae2 03を比較的多量に含む赤泥と石灰石を併用する

場合には，スラグ中の銅損失を0.1% にまで低減しめ得ることを示した。

第 4 章では，組成の異なる人工スラグを用いて， ~riîl及び、ニッケルマットの溶解実験を行ない，それ

ぞれのスラグ損失を溶解によるものとけん垂によるものに分けて定量的に検討した結果，スラグ損失

を支配するものはけん垂損失であることを明らかにした。

更に，これに関連してけん垂せるマット粒のスラグ中における沈降及び滞留に影響を与えるスラク

の諸物性値を，以下系統的に測定した。

第 5 章では，スラグの密度を測定し， Ae2 0 3 又は MgO の添加による密度の増減とけん垂損失の
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増減の傾向が一致することを明らかにした。

第 6 章では，スラグの粘度を測定し，粘度の増減とけん垂損失の増減の傾向もほぼ一致することを

示した。

第 7 章では，溶融スラグ中のマット粒の形状を X線透過撮影することにより，スラグとマットの界

面張力を求め，スラグ損失との関連を検討した。本実験のスラグ組成範囲では，その変化は僅少で、あ

り，けん垂損失に及ぼす影響はほとんど無視できる程度であった。

総括は本研究で得られた成果をまとめたものである。

論文の審査結果の要旨

銅及びニッケル精鉱の溶融製錬には，溶剤として石灰石とケイ酸鉱が添加され，鑑(からみ)と称

するスラグが溶j宰となる。 溶錬中に有価金属成分のCu 及びNi はそれぞれ一部分がスラグへ逃散して，

スラグ損失に計上される。

本論文では，このスラグ損失を軽減するために，製鉄高炉鉱津，又はピジョン法の Mg 製錬鉱j宰，

並びに A~203 精製の際に生ずる赤泥などの廃j宰を上記の溶錬における溶剤として使用した結果，廃j宰

を活用したほうが造鍾作用も迅速であり，かっスラグ損失を軽減することが明らかになった。

従来の研究では，スラグ損失は主として溶解損失として化学平衡論的に解釈されてきたが，本論文

ではむしろけん垂損失によることを明らかにした。更にスラグの諸物性値を系統的に測定することに

より，それらの物性値とスラグ損失の対応を検討した結果，スラグ損失はスラグ自体の密度及び粘性

に依存することを確かめている。

以上の研究成果は非鉄冶金学に新しい知見を与えるものであり，また製錬技術の向上に寄与すると

ころも大きし E。したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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